
- 1 -

― 令和２年度福島市立信夫中学校第３学年だより ― ― 第１０号 ―

令和２年 ６月５日

か が や き 第１０（１０６）号

～ 時を守り，場を清め，礼を正す ～
文責：学 年 主 任

その日その日
～ 「今日やるべきことは今日やる」の連続 ～

なんと「不自由」な毎日でしょう。
なんと「不安」な毎日でしょう。
なんと「恐怖」を感じる毎日でしょう。
なんと「ストレス」がたまる毎日でしょう。
なんと「当たり前」がすばらしいと感じる毎日でしょう。
なんと「自律心」が求められる毎日でしょう。
なんと「自分自身」が試される毎日でしょう。

まだまだこのような「毎日」が続くようです。場合によっては、「第
２波」、「第３波」という予想を立てている専門家も少なくありません。
だからこそ、「今日やるべきことは今日やる」ということは大切な考

えではないでしょうか。
ところで、社会生活では「流行」つまり「はやり」が、いつの時代で

も存在します。現在もこの「はやり」があると思います。どの時代にも
「はやり」があるように、どの時代にも「不易（ふえき）」も存在しま
す。「不易」とは、「動じず変化しない価値観」とでも考えてください。
では、「不易な価値」のいくつかを記載してみます。ここに記載した

以外にも数多く「不易なこと」はありますが、とりあえず、以下のこと
を考えて生活しましょう。それぞれの時代に「不易なこと」が存在する
ということは、それが「とても大切な価値観」だからです。

○「感謝の心」で生活する。
○「相手を尊重」して生活する。
○「自分自身」を大切にする。
○「我慢（がまん）」の中にも「夢」を持って生活する。
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６ 月 ○ いじめのない、楽しい・美しい・あたたかい学校・学年・学級をめざす集団作り

の に努力する。

生 活
目 標

来週の ○ 引き続き休日の学習や生活の計画をちゃんと立て、その習慣化を図る。

○ 目標を設定し、その実現にに向けて積極的に取り組む。

生活目標 ○ 「３密」を避け、自他の健康を意識する。

時 程 ・ 行 事 予 定（内容） お知らせ（お願い）

６ １ ２ ３ ４ ５ ６ 【保護者の皆様へ】
月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 避難
８ ○『ちゃんとやろう ～ ３年間の集大成 ～ 』 ◇ 部活動については、８日（月）

日 ○部活動終了完全下校時刻１８：００ から再開となる予定ですが、「終

○避難訓練 了完全下校時刻１８：００」と

(月) なります。

６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ◇ 学年分散と学級分散の期間を

月 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ 経て、今週から「普通登校」と

９ ○『ちゃんとやろう ～ ３年間の集大成 ～ 』 なりました。「密」ができない

日 ○部活動終了完全下校時刻１８：００ ように、できる範囲内で対応を

とりましたが、改善点も出てき

(火) ました。また、改善を図りたい

と思います。

６ １ ２ ３ ４ ５ ６
月 水１ 水２ 水３ 水４ 水５ 全校 ◇ ３月から約「３ヶ月間」にわ

１０ ○『ちゃんとやろう ～ ３年間の集大成 ～ 』 たり「休業期間」がありました。

日 ○部活動終了完全下校時刻１７：４５（毎週清掃が 「受験生」として「相当量の課

ないので終了時刻が１５分繰り上がります。） 題」を提示しました。それに伴

(水) ○全校集会（放送・任命） う「学習時間や時間割」等も提

示しました。ここに来て、「勉

６ １ ２ ３ ４ ５ ６ 強をしている人」と「勉強をし

月 木１ 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ ていない人」の「差」が生じて

１１ ○『ちゃんとやろう ～ ３年間の集大成 ～ 』 きました。「差」というのは、「集

日 ○部活動終了完全下校時刻１８：００ 中力」「持続力」「問題解決力」

「忍耐力」「向上心」「負荷をか

(木) ける力」「自律心」等に、その

「差」が見られるようになって

６ １ ２ ３ ４ ５ ６ います。自分自身はどちら側に

月 金１ 金２ 金３ 金４ 金５ 立っているのか、また近いのか、

１２ ○『ちゃんとやろう ～ ３年間の集大成 ～ 』 という「分析」をして、さらな

日 ○部活動終了完全下校時刻１８：００ る成長につなげてほしいと思い

○部活動編成会 ます。私たちは、そのための助

(金) 言指導は惜しまずに行います。


